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担当教員 金野 幸吉
到達目標
１．デルタ関数や球面調和関数など超関数や特殊関数の定義を理解し、計算に用いることができる。
２．力学と電磁気学の基礎方程式から共通してポアソン方程式が導かれることが理解できる。
３．ポアソン方程式の変数分離形による解法を理解することができる。
４．グリーン関数を用いたポアソン方程式の解法を理解することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
デルタ関数や球面調和関数など特
殊関数の定義を理解し、様々な問
題に対して計算に用いることがで
きる。

デルタ関数や球面調和関数など特
殊関数の定義を理解し、基礎的な
問題に対して計算に用いることが
できる。

デルタ関数や球面調和関数など特
殊関数の定義を理解し、計算に用
いることができない。

評価項目2
力学と電磁気学の基礎方程式から
共通してポアソン方程式を導くこ
とができる。

力学と電磁気学の基礎方程式から
共通してポアソン方程式が導かれ
ることが理解できる。

力学と電磁気学の基礎方程式から
共通してポアソン方程式が導かれ
ることが理解できない。

評価項目3 ポアソン方程式の変数分離形によ
る解法を応用することができる。

ポアソン方程式の変数分離形によ
る解法を理解することができる。

ポアソン方程式の変数分離形によ
る解法を理解することができない
。

評価項目4
グリーン関数を用いたポアソン方
程式の解法を応用することができ
る。

グリーン関数を用いたポアソン方
程式の解法を理解することができ
る。

グリーン関数を用いたポアソン方
程式の解法を理解することができ
ない。

学科の到達目標項目との関係
  Ⅰ　人間性
  Ⅱ　創造性
  Ⅲ　国際性
教育方法等

概要
本講義では、物理における基礎方程式からポアソン方程式の形が導かれることを示し、
ポアソン方程式の解法に対して２つのアプローチ:（Ⅰ）変数分離による方法、（Ⅱ）グリーン関数を用いる方法を解説
する。
また、これらを通して、ディラックのデルタ関数や特殊関数の計算等についても学ぶ。

授業の進め方・方法
授業は板書もしくはスライドを用いた座学で進める。
この科目は学修単位科目のため、事前・事後学習として課題を課す。
日常の授業（30 時間）のための予習復習時間，定期試験の準備のための勉強時間を総合し，60時間の自学自習時間が必
要である。

注意点

基礎的な理解と応用力を、定期試験30％，達成度試験30%，課題等40％の割合で評価する。合格点は60点以上である
。
学業成績が60点未満のものに対して再試験を実施する場合がある。この場合、再試験60%，課題等40%の割合で再評価
を行う。
なお、既習の数学（微分積分，線形代数，応用数学）及び物理学（力学、電磁気学）についての知識を前提とする。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス ポアソン方程式が静的な物理現象の基礎にあることを
理解できる。

2週 数学的準備（１）：デルタ関数の定義 デルタ関数の定義を理解できる。
3週 数学的準備（２）：デルタ関数の応用 デルタ関数を用いた計算ができる。
4週 数学的準備（３）：グリーン関数の定義 グリーン関数の様々な定義を理解できる。
5週 数学的準備（４）：グリーン関数の応用 グリーン関数を用いた計算ができる。
6週 数学的準備（５）：ポアソン方程式 ポアソン方程式に関する基本的性質を理解できる。

7週 電磁気学：マクスウェル方程式とポテンシャル マクスウェル方程式からポテンシャルを用いた式に書
き直し、ポアソン方程式を導くことができる。

8週 達成度試験

2ndQ

9週 力学：ニュートン重力における重力場の方程式 ニュートン重力の式からポテンシャルを用いた式に書
き直し、ポアソン方程式を導くことができる。

10週 ポアソン方程式の変数分離による解法（１）：極座標
表示

ポアソン方程式を極座標を用いて書き換えることがで
きる。

11週 ポアソン方程式の変数分離による解法（２）：球面調
和関数の定義 球面調和関数の定義を理解することができる。

12週 ポアソン方程式の変数分離による解法（３）：球面調
和関数を用いた計算 球面調和関数を用いた計算をすることができる。

13週 ポアソン方程式のグリーン関数を用いた解法：フーリ
エ変換表示

ポアソン方程式をフーリエ変換を用いて書き換えるこ
とができる。



14週 グリーン関数のn次元への拡張 グリーン関数のｎ次元への拡張を理解することができ
る。

15週 n次元における力学的回転運動の解析 ｎ次元における力学的回転運動を理解することができ
る。

16週 定期試験
評価割合

定期試験 達成度試験 課題 合計
総合評価割合 30 30 40 0 0 0 100
基礎的能力 30 30 40 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


